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＜梅雨模様の中、岩手県大船渡市の仮設住宅・学校等４ヶ所を訪問しました＞ 

 

6月16日～18日、日本フィルの弦楽四重奏が岩手県大船渡市を訪問しました。

メンバーは１st ヴァイオリン遠藤直子、２nd ヴァイオリン坪井きらら、ヴィオラ

新井豊治、チェロ中務幸彦の 4 名です。大船渡市は陸前高田市や気仙沼市ととも

に三陸海岸南部の代表的な都市。2011 年 3 月 11 日の東日本大震災では市域に

大津波が襲来し、各所に甚大な被害が生じました。港湾空港技術研究所の調査に

よれば、津波の最大波高（浸水高）は大船渡港茶屋前地区の商工会議所ビルで9.5m

に達したといわれています。 

また“カモメの卵”で全国に知られている地元銘菓、斉藤製菓本社も本社の三

階まで被害を受けました。しかし高台にあった工場は津波の被害を免れ、出荷間

近であったおよそ 25 万個のカモメの卵を食糧不足の被災者へいち早く届けられ

たことが、全国ＴＶにて先日も改めて放映されました。大船渡市の人的被害は死

者 320 人・行方不明者 140 人、建物被害は住家全半壊 3,629 棟、一部損壊床

上浸水件数は調査中、床下浸水多数に上ります。 

 

16 日は大船渡宮田応急仮設住宅の皆様へ演奏をお届けしました（写真右上）。プログラムは“川の流れのように”“荒城の月”“上を

向いて歩こう”そして“タンゴメドレー”“花が咲く”などです。 

震災から 2年 3 ヶ月が過ぎ、仮設での生活も限界近くに。近隣同士の生活音によるストレスなど。まだまだ復興には程遠い状況。そ

のような中ではありながら、「音楽に浸る一時にて、一瞬でも忘れることが出来た」との感想を頂き、楽員一同安堵いたしました。 

 

17 日午前には岩手県立気仙光陵支援学校へ。ディズニーの楽しい曲“イッツ・ア・スモールワールド”で

スタート。楽器紹介や指揮者コーナーなども…。子どもたちは曲に合せて手拍子したり、体全体で音楽を楽し

んでもらえました。「曲当てクイズ」では、主旋律が登場する１st ヴァイオリンよりもずっと早くに解答し、

楽員が驚く場面もありました。最後は生徒の皆さんと一緒に大きな声で校歌を歌いました。 

 

午後には上平応急仮設住宅へ。“荒城の月”など。まさに目の前で演奏する感

じでした。観客数１０名にて、７０～８０歳代の女性が中心。終演後に１時間程度「お茶っこ（茶話会、

懇談会）」の折、「これまでの人生でクラシック音楽とは縁遠かったけれど、今日こんな近くで聴けて、ま

た親しみのある曲目にふれてとても心穏やかになった」と仰っていただきました。 

最終日 18 日は越喜来（おきらい）小学校へ。一年生から六年生まで

110 名、児童の父兄 8名、近隣の仮設住宅からも足を運んでいただきま

した。震災で校舎は全壊、３校が統合された学校です。震災当日、沿岸部にあった学校から裏山へ上る

階段のおかげで、難を逃れることが出来た学校として、メディアにも取り上げられました。 

子どもたちに人気の宮崎駿さんメドレー“崖の上のポニョ”など、リラックスした後は、指揮者コー

ナーです。5 年生、6 年生の一人づつが参加しまし、最後は大きな声で校歌を歌いました。 

大船渡市への演奏派遣は、富国生命保険相互会社からご支援をいただきました。 

 

＜カンタータ「大いなる故郷石巻」公演に友情出演 
                体育館を埋めた１５００人の石巻市民にエールをおくる＞ 

 

6 月 23 日、東日本大震災復興祈念事業「カンタータ 大いなる故

郷（ふるさと）石巻」が石巻市総合体育館で上演されました。管弦楽、

合唱、舞踊が一体となり、総出演者約３８

０人が「麗しき故郷、石巻をたたえよう」

とうたいあげ、力強く再起する市民を後押

しするように感動のステージをつくり上

げ、約１５００人の観衆を魅了しました。 

オーケストラは石巻市民交響楽団、日本

フィルからは、弦楽器１１人、管楽器４人

の 15 人が友情出演しました。 

この曲は石巻出身の故小杉太一郎氏が

作曲、石巻の自然や歴史をうたいあげたも

ので、師事した伊福部昭の影響が随所にあ

らわれ、原始的で力強い雰囲気に満ちてい

ます。１９７３年の初演以来１０年ごとに

発表され、今回で５度目の再演です。前半

も同じく故小杉太一郎さんの初演となる「交響楽」が演奏されました。 



 

実行委員長の西條充敏さんは次のようにプログラムに開催の意図をのべています。 

「いまから 400 年前(1613 年)、石巻より 1隻の大型帆船が船出しました。仙台藩主伊達政宗の命を受

けた支倉常長ら慶長使節団が乗り込んでいました。我々が 2 年前、東日本大震災で甚大な被害を受けたのと

同様に、出帆の 2年前、慶長の大津波により多くの犠牲を強いられていました。しかし、先人たちはその後

も襲いかかる大災難を乗り越え、今を創り伝えてきました。 まちを護ってくれるはずの海神のおたけびが、

現代のわれわれに何かを警告しているのではないか。多くの犠牲を払いながら何度も繰り返し伝えようとし

ているのは何なのか。 子供たちや、未来の人々が「故郷」を誇り、賛美できるような「愛すべき人の町」「愛

される人の町」を伝えていくことではないだろうか。」 

 

第４楽章の朗読の一部は、大震災発生に合わせて変

更。「再び力強く立ち上がる市民１０余万。今ここに高

らかに未来への願いを込めて歌う」と苦難にも負けず

前に進むことを誓いました。フィナーレでは全出演者

が勢ぞろいし、圧巻のステージとなりました。会場は総立ち、涙ぐむ人、歓声を

上げる人など、大きな感動に包まれました。 

 

日本フィルの石巻への訪問は今回で 5 回目、今年 3 月には石巻市民交響楽団と

この日のコンサートの支援のために弦楽四重奏で市内 4 ケ所を訪問しました。団

長の足立岳志さんは、「震災で石巻は大きく変貌していますが、石巻を愛し、たた

えるこの楽曲は 40 年変わっておりません。疲弊してしまった石巻と我々にとっ

て、今ほど演奏するのにふさわしい時期はないでしょう。当団でも被災し、まだ

戻って来られない団員もおります。今日は故郷石巻の復興にむけて、一緒に演奏

できない仲間の思いを背負って演奏します。」と語っていました。 

  

石巻の津波被害は宮城県最大規模で、死者・行方不明者は 3837人（2012 年 2 月）にのぼりました。旧

北上川河口周辺や海岸に近い地域は海地盤沈下が激しく、道路もかさ上げされていました。「居住不適指定」

地域には取り壊しを待つ建物も多く、町の中心にはまだ「復興」には程遠い状況です。 

市民交響楽団や市民合唱団や舞踊団のメンバーは、10 年ごとに再演される「カンタータ 大いなる故郷石

巻」に参加している古くからのメンバーが多く、この曲を石巻の宝物と語っていました。病院も家も楽器も流

されてしまい仮設住宅で暮らしている女川のお医者さん（オーケストラメンバー）、水に浸かった商店で製造

機器が壊れ商売の再開をあきらめた合唱団員、大事な弟子や孫弟子を失い着物や帯や扇子などすべてを流され

ながらも、全国から集まった着物や浴衣などの支援物資に新たなエネルギーをもらい、取り組んできた踊りの

お師匠さんなど、出演者 380 人のそれぞれの「震災後」の気持ちがひとつになった、記念すべきコンサート

となりました。 

 

このカンタータ「大いなる故郷石巻」公演は三菱 UFJ ニコス株式会社が協賛し、日本フィルメンバーのほか社内ボランティアのみ

なさんを派遣しました。 

 
 日本フィル「被災地に音楽を」 訪問コンサート実施一覧  

 【2011 年】 
4 月 6 日二本松市東和文化センター 
5 月 4 日会津若松市文化センター 

6 日埼玉県加須市騎西小学校 
(福島県双葉町児童対象) 

8 日宮城県名取市増田西小 
     同市閖上地区日和山 
     同市文化会館 

9 日気仙沼市階上中学校 
     同市松岩公民館 
     同市面瀬中学校 

10 日石巻市石巻高校 
     同市湊小学校 
     同市門脇中学校 
     同市石巻中学校 
     同市北上子育てセンター 

12 日埼玉県加須市騎西中学校 
(福島県双葉町生徒対象) 

6 月 4 日花巻市山の神温泉「幸迎館」 
5 日釜石市甲子中学校 

    大船渡市リアスホール 
    福島県三春町田園生活館 

6 日福島県三春町営体育館 
    同町三春小学校避難所 

25 日二本松市 
JICA 二本松研修センター 

     同市あだたら体育館 
    南相馬市鹿島保険センター 

26 日福島県大玉村 
フォレストパークあだたら 

    南相馬市原町第二中学校 
    道の駅南相馬 

原町第一小学校体育館 
7 月 10 日南三陸町志津川高校  
     ホテル観洋 

11 日同町志津川中学校 
8 月 6 日気仙沼市日本バプテスト教会 

同市小泉中学校 
同      同市階上小学校 

 

10 月 4 日東松島市立鳴瀬第一中学校 
     石巻市北上中学校) 
10 月 5 日石巻専修大学 
     石巻市「あとりえ DａDａ」 
      同市追分温泉旅館   
   6 日仙台市｢泉白陵会｣ 
   7 日 同市「愛泉会」 

20 日いわき市江名中学 吹奏楽指導 
       同市下神白第一集会所 
   21 日 同市内郷第二中学校  

26 日東茨城郡 
大洗町南中学校 
第一中学校 

11 月 21 日陸前高田市第一中学校 
   22 日花巻市山の神温泉[幸迎館] 

24 日福島市松川町 みず和の郷 
飯野学習センター 

   25 日  同市松陵中学校 
南体育館研修室 
 

【2012 年】 
１月 20 日久慈市山村文化交流センター 
     県立久慈病院 
  21 日久慈市文化会館 
  22 日  同上 
３月 27 日南相馬市原町第一中学校 
  28 日伊達市桃陵中学校 
  29 日南相馬市鹿島中学校 
  ３０日  同市原町第二中学校 
3 月 28 日福島県三春町 三春小学校 
     埼玉県加須市騎西コミュニティ C 
５月 20 日南三陸町志津川中学校 
       同町ホテル観洋ロビー 
  21 日  同町南方仮設住宅集会所 
６月 17 日米沢市八幡原体育館 
      同市体育館ほか クリニック 
８月 ７日石巻市北上中学校 

 ８日同校体育館(岡崎市立城北中 
      同市「あとりえ DａDａ」  
 
 

８月 9 日同市「こ～ぷのお家 いしのまき」  

９月 19 日福島市立平野中学校 
     福島市商工会 福島市音楽堂 
    20 日福島市松川工業団地 
      第１・第２仮設住宅集会所 
    21 日福島市立飯野中学校 
  30 日東京都江東区カトリック潮見教会    
10 月 24 日南相馬市立鹿島小学校 

農家民宿いちばん星 
25 日南相馬市民文化会館「ゆめはっと」 

ウェルカムコンサート 
26 日南相馬市立三春小学校 

いわき市立江名中学校 
27 日いわき市立内郷第二中学校 

12 月 14 日茨城町立明光中学校 

      茨城町立梅香中学校 

15 日双葉高校、双葉翔陽高校、 

富岡高校サテライト校 吹奏楽指導 

     小名浜市民会館 

 
【2013 年】 

  ３月 3 日石巻市役所 

       4 日同市「こ～ぷのお家 いしのまき」 

       同市女川野球場仮設住宅 

        5 日同市みなと荘 
21 日南三陸町志津川中学校 

     22 日同町南方仮設住宅集会所 
4 月  3 日南相馬市原町第２中学校 

     4 日同市鹿島中学校 
     5 日同市石神中学校 
     6 日同市原町第１中学校 
 6 月 16 日岩手県大船渡市宮田応急仮設住宅 

    17 日 同市気仙光陵支援学校 
        同市上平応急仮設住宅 
    18 日 同市御喜来小学校 

23 日宮城県石巻市総合体育館 



 


